
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ルーフに沿った格納状態からフロントウインドパネルに沿った使用状態まで、ルーフに
取付けられたシャフトを中心にして回転自在に支持され、且つ光を完全に遮蔽する材料で
形成されたサンバイザ本体と、
　格納状態でサンバイザ本体の車室内側に位置し、且つサンバイザ本体と同軸で回転する
着色透明板製のサブバイザと、から成
　

ことを特徴とする自動車のサンバ
イザ。
【請求項２】
　ルーフに沿った格納状態からフロントウインドパネルに沿った使用状態まで、ルーフに
取付けられたシャフトを中心にして回転自在に支持され、且つ光を完全に遮蔽する材料で
形成されたサンバイザ本体と、
　格納状態でサンバイザ本体の車室内側に位置し、且つサンバイザ本体と同軸で回転する
着色透明板製のサブバイザと、から成
　 こ
とを特徴とする自動車のサンバイザ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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り、
前記サブバイザよりも左右両側へ突出しているサンバイザ本体の端部を、使用状態でフ

ロントウインドパネル側へ傾斜するように曲折形成した

り、
前記サブバイザの下端部に、サンバイザ本体の下端部に係合するフック部を取付けた



【発明の属する技術分野】
この発明は、自動車のサンバイザに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
フロントウインドパネルの上方のルーフには、運転席側及び助手席側の両方に、直射日光
のなどによる眩光を遮蔽するためにサンバイザが設けられている（類似技術として、日産
自動車株式会社１９９５年７月発行“新型車解説書Ｙ３３－０”のＤ－６１頁参照）。
【０００３】
この種のサンバイザは、ルーフに取付けられたフャフトと、該シャフトに対して上下方向
で回転自在に支持されたサンバイザ本体とから構成されていて、該サンバイザ本体を、ル
ーフに沿った格納状態から、フロントウインドパネルに沿った使用状態まで回転できるよ
うになっている。また、サンバイザ本体を、シャフトごと、ドアウインドパネルに沿った
側面使用状態まで水平方向で回転できるようになっているものも多い。サンバイザ本体は
、一般にウレタンフォーム等の軟質材料から形成されていて、光を完全に遮蔽する構造に
なっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の技術にあっては、サンバイザ本体が光を完全に遮蔽する
構造になっているため、その分、フロントウインドパネルの上方の運転視界が狭くなる。
そこで、サンバイザ本体を、部分的に光を透過する着色透明板で形成し、光の眩しさを防
ぎつつ、フロントウインドパネル全面の運転視界を確保することが考えられる。しかし、
着色透明板では、一般的な光の眩しさは防げるものの、特に強い光（夕日間近の低い位置
の太陽光線等）の場合は、その眩しさを防ぐことはできない。
【０００５】
この発明は、このような従来の技術に着目してなされたものであり、強い光の場合は光を
完全に遮蔽し、一般的な光の場合は、眩しさを防いだ状態で運転視界を確保することがで
きる自動車のサンバイザを提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明は、ルーフに沿った格納状態からフロントウインドパネルに沿った
使用状態まで、ルーフに取付けられたシャフトを中心にして回転自在に支持され、且つ光
を完全に遮蔽する材料で形成されたサンバイザ本体と、格納状態でサンバイザ本体の車室
内側に位置し、且つサンバイザ本体と同軸で回転する着色透明板製のサブバイザと、から
成

ことを特徴とする。
【０００７】
　請求項１記載の発明によれば、

光を完全に遮断するサンバイザ本体の車室内側に、着
色透明板製のサブバイザを設けたため、一般的な光の場合は、サブバイザだけを使用状態
にして、光の眩しさを防ぐと共にフロントウインドパネルの全面的な運転視界を確保する
ことができる。また、強い光の場合は、サンバイザ本体も使用状態にして、光を完全に遮
蔽することができる。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、ルーフに沿った格納状態からフロントウインドパネルに沿った
使用状態まで、ルーフに取付けられたシャフトを中心にして回転自在に支持され、且つ光
を完全に遮蔽する材料で形成されたサンバイザ本体と、格納状態でサンバイザ本体の車室
内側に位置し、且つサンバイザ本体と同軸で回転する着色透明板製のサブバイザと、から
成
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り、前記サブバイザよりも左右両側へ突出しているサンバイザ本体の端部を、使用状態
でフロントウインドパネル側へ傾斜するように曲折形成した

サンバイザ本体の端部を使用状態でフロントウインドパ
ネル側へ傾くように曲折したため、使用時にサブバイザがサンバイザ本体の端部により隠
されて、見映えが良い。また、サブバイザがフロントウインドパネルに直接干渉すること
が抑止される。更に、太陽光などの

り、前記サブバイザの下端部に、サンバイザ本体の下端部に係合するフック部を取付け



ことを特徴とする。
【０００９】
　請求項２記載の発明によれば、

【００１６】
【発明の効果】
　請求項１記載の発明によれば、

光を完全に遮断するサンバイザ本体の車室内側に、着
色透明板製のサブバイザを設けたため、一般的な光の場合は、サブバイザだけを使用状態
にして、光の眩しさを防ぐと共にフロントウインドパネルの全面的な運転視界を確保する
ことができる。また、強い光の場合は、サンバイザ本体も使用状態にして、光を完全に遮
蔽することができる。
【００１７】
　請求項２記載の発明によれば、

【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。この実施形態では、運転者
側のサンバイザを例に説明する。
【００２２】
図１～図４は、この発明の第１実施形態を説明する図である。符号１は、フロントウイン
ドパネルで、符号２は、ドアウインドパネルで、その間にはフロントピラー３が配置され
ている。フロントピラー３の上方のルーフ４には、一端が固定されて、全体が水平方向に
回転自在なシャフト５が取付けられている。
【００２３】
このシャフト５には、サンバイザ本体６の上端が回転自在に支持されている。このサンバ
イザ本体６は、シャフト５を中心にして、ルーフ４に沿った格納状態から、フロントウイ
ンドパネル１に沿った使用状態まで回転自在になっている。このサンバイザ本体６は、ウ
レタンフォームを表皮で被覆した構造をしていて、光を完全に遮蔽する構造になっている
。
【００２４】
このサンバイザ本体６の上端には、左右両側に切欠部７、８が形成されていて、左側の切
欠部７には、ルーフ４に固定されたグリップ９に係合自在なピン１０が設けられている。
【００２５】
右側の切欠部８内には、シャフト５が露出していて、この露出したシャフト５に、格納状
態で車室内Ｒ側に位置するサブバイザ１１が、ヒンジ１２を介して、サンバイザ本体６と
同軸で回転できるように取付けられている。サブバイザ１１は、着色透明合成樹脂板製で
、光を完全に遮蔽するのではなく、光を２０％程度に透過できる構造になっている。ヒン
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た

サブバイザの下端部にサンバイザ本体の下端部に係合す
るフック部を取付けたため、サブバイザをサンバイザ本体と一体的に回転させる場合に便
利である。更に、太陽光などの光を完全に遮断するサンバイザ本体の車室内側に、着色透
明板製のサブバイザを設けたため、一般的な光の場合は、サブバイザだけを使用状態にし
て、光の眩しさを防ぐと共にフロントウインドパネルの全面的な運転視界を確保すること
ができる。また、強い光の場合は、サンバイザ本体も使用状態にして、光を完全に遮蔽す
ることができる。

サンバイザ本体の端部を使用状態でフロントウインドパ
ネル側へ傾くように曲折したため、使用時にサブバイザがサンバイザ本体の端部により隠
されて、見映えが良い。また、サブバイザがフロントウインドパネルに直接干渉すること
が抑止される。更に、太陽光などの

サブバイザの下端部にサンバイザ本体の下端部に係合す
るフック部を取付けたため、サブバイザをサンバイザ本体と一体的に回転させる場合に便
利である。更に、太陽光などの光を完全に遮断するサンバイザ本体の車室内側に、着色透
明板製のサブバイザを設けたため、一般的な光の場合は、サブバイザだけを使用状態にし
て、光の眩しさを防ぐと共にフロントウインドパネルの全面的な運転視界を確保すること
ができる。また、強い光の場合は、サンバイザ本体も使用状態にして、光を完全に遮蔽す
ることができる。



ジ１２の内部には、シャフト５を挟み込むループ状のスプリング板１３が設けられていて
、該スプリング板１３の両端部と、前記ヒンジ１２と、サブバイザ１１の端部とが、ネジ
１４により共締めされている。ネジ１４で締められることにより、スプリング板１３は、
所定の力でシャフト５を締め付けることとなり、スプリング板１３とシャフト５との間に
は、サブバイザ１１を任意の回転位置で停止させるに十分な摩擦力が生じている。
【００２６】
また、サブバイザ１１の周端部１５には、断面湾曲形状の軟質なゴム製の保護材１６が設
けられている。これは、格納状態において、サブバイザ１１の周端部１５のエッジで、サ
イバイザ本体６等のトリムやフロントウインドパネル１が傷つけられないようにするため
である。尚、この保護材１６の断面形状は、軟質なものであれば、必ずしも湾曲形状でな
くても良い。
【００２７】
更に、サブバイザ１１よりも左右両側へ突出しているサンバイザ本体６の左右両端部１７
、１８は、それぞれフロントウインドパネル１側へ傾くように曲折された状態になってい
る（図４参照、左側の端部１７は図示省略）。これは、サンバイザ本体６を使用状態にし
た際に、この左右両端部１７、１８で、サブバイザ１１を隠して見映えを良くするためと
、サイバイザ本体６の使用状態でサブバイザ１１が、フロントウインドパネル１と直接干
渉することを抑止するためとである。
【００２８】
次に、この実施形態に係るサンバイザの使用方法を説明する。フロントウインドパネル１
に射す光が一般的な強さの場合は、サブバイザ１１だけを使用状態にして、光の眩しさを
防ぐと共に、フロントウインドパネル１の全面的な運転視界を確保することができる。次
に、強い光の場合は、サンバイザ本体６も使用状態にして、光を完全に遮蔽することがで
きる。
【００２９】
また、光が側方のドアウインドパネル２側から射し込む場合は、サンバイザ本体６のピン
１０をルーフ４のグリップ９から外して、サンバイザ本体６及びサブバイザ１１をシャフ
ト５ごと水平方向に回転させ、サンバイザ本体６及びサブバイザ１１をドアウインドパネ
ル２に沿った側面使用状態にすれば良い。このようにすることにより、ドアウインドパネ
ル２から射し込む強い光を遮蔽することができる。また、この状態から、シャフト５を若
干車室内Ｒ側へ戻した状態で、サンバイザ本体６をドアウインドパネル２側へ回転させて
、そのまま上側まで持ち上げれば、サブバイザ１１だけがドアウインドパネル２に残るた
め、そのサブバイザ１１をドアウインドパネル２側にあらためて移動させれば、そのサブ
バイザ１１により、一般的な光の眩しさを防ぎつつ、ドアウインドパネル２の全面的な視
界を確保することができる。
【００３０】
図４及び図６は、この発明の第２実施形態を示す図である。この第２実施形態では、サブ
バイザ１１の下端部に合成樹脂製のフック部１９を取付けると共に、サンバイザ本体６の
下端部に合成樹脂製の係合受部２０を取付けたものである。係合受部２０は、サンバイザ
本体６の下端部を挟持する構造で、その挟持状態を維持すべく、内部には互いに係合する
爪部２１、２２が形成されていると共に、一方の爪部２１の背面には、該爪部２１を係合
方向へ押すストッパ片２３が形成されている。この係合受部２０は下端に下向突起２４を
有し、この下向き突起２４がフック部１９の上向突起２５と係合するようになっている。
【００３１】
このように、サブバイザ１１の下端部に、サンバイザ本体６の下端部に設けられた係合受
部２０に係合するフック部１９が形成されているため、サブバイザ１１とサンバイザ本体
６とを一体的に回転させる場合に便利である。尚、フック部１９の係合を解除すれば、サ
ブバイザ１１だけを単独で回転させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この第１実施形態に係る自動車のサンバイザを示す斜視図。
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【図２】図１中矢示ＳＡ－ＳＡ線に沿う断面図。
【図３】使用状態のサンバイザを示す側面図。
【図４】図３中矢示ＳＢ－ＳＢ線に沿う断面図。
【図５】この発明の第２実施形態に係るサンバイザ本体及びサブバイザの下端部を示す断
面図。
【図６】フック部を示す斜視図。
【符号の説明】
１　フロントウインドパネル
２　ドアウインドパネル
４　ルーフ
５　シャフト
６　サンバイザ本体
１１　サブバイザ
１５　周端部
１６　保護材
１７、１８　端部
１９　フック部
Ｒ　車室内

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 3662731 B2 2005.6.22



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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